
内藤電誠工業(株)

受託試験メニュー：染色試験(Dye&Pry試験)

温度サイクル試験や、衝撃試験などで生じた半田接合部の
クラックがどのように、どこまで進行しているかを染料を使って
判別する解析方法です。

サンプルを
染色液に漬け加圧する

加圧

ボール間の余分な染色液を飛ばし
半日乾燥させる

特殊冶具を用いて
基板からＰＫＧを
引き剥がし、破断面を観察

染色解析の特徴として、クラックの進行度を面としてとらえることが挙げられます。
また、クラックが実装基板側で起こっているのか、ＩＣパッケージ側で起こっている
のかなど、モード分けも可能です。
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破断モード解析

どのように破断しているか？
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どこで、どのくらい
クラックは
進行しているか？

特徴
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測定事例

【染色解析例】 鋼球落下衝撃試験サンプルの不良判定

PKG Bottom View

拡大

染色解析でクラックの多い箇所を調査し
断面解析の切断箇所を決めるという複合解析もできます

断面解析との複合解析
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4 2 5 1 4 1 3 4 4 3 5 2 断面解析で
クラックを確認

ここにクラックが多い
ここを切ってみよう

染色

引き剥がし

ICパッケージボール破断面衝撃試験後サンプル

ボール破断面拡大

モード③：50％
基板側パッド表面にて
クラック（50％）発生

モード④：100％
基板側パッド裏面にて
クラック（100％）発生

観察・モード解析


